















スケールの大きな話が続いてお り、大変や りにくい。 これから地中海の話を始めたいが、私
は東南アジアには1回 行ったことはあるが、あま り良くは知 らない。その時の印象 も含 めて話
を進めたい。高谷先生か ら送っていただいた 『新世界秩序を求めて』中公新書を拝読 して、大
変興味深 く感 じた。特に世界単位は、私などがなん とな く普段思っていた事 と共通するものが
あり、いろいろ学ぶ ところがあっ鵡 地中海をどう理解するのか、ヨー ロッパなのか?と い う
問題もその一っである。先秘1勝 さんが引用 されていた高谷先生の京大学術出版会の図1を 見
ると、地中海に関していえば、マグレブとか トルコが一っずっ括 られているし、シ リアとイラ





プス ・ピレーネの南 と北の問題に関心を持っている。 もちろん、イギリスと大陸 とい う比較も
有 り得る。地中海学会 とい うのが20年 ぐらい前か ら行われてお り、従来のようにヨーロッパ
とイスラームを分けるだけではなくて、その違いだけではなく、交流や共通性 も見てい く必要
があると考えられてきている。カ トリック世界 とイスラーム世界の違いは、もちろんかな り大
きいのであるが、共通性 も見ていく必要がある。同 じルーツから生まれた ものが随分あるか ら
だ,こ の辺をおさえた うえで、東南アジアと比較 していかねばな らない。
家島さんがいっも一緒にお仕事されているイスラーム学の三木亘先生のお話を我々の研究会
で聞く機 会があ り、地中海世界が持っていた豊かさ、多様性を随分強調された。たとえば、魚
の種類をヨー ロッパの北の海 と地中海で比較 してみた。地中海は大きな川が流れ込んでいない
ので、海がある意味で透明できれいである。それは魚を大量に養 うには不向きだけれ ども、種
類が大変多いとい うことである。料理も多様 となる。北のほ うはたくさん取れるのだけれ ども、
種類が少ない。それか ら、植生を考えても、例えば松原 さんは トル コの御専門で御存 じかもし
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れませんが、アナ トリア半島にある植物の種類はアルプス ・ピレーネ以北全体の植物の種類 と
同じぐらいあるとい う。私が実地に検分したわけではないが、イメージとしてそれ ぐらい多様
性がアナ トリア半島だけであるということ規 地中海全体に広げれば相当になるわけである。
そ うい う多様性のみならず、民族の多様性、言語の多様性、文化の多様性 も含んでいる。また、
この地中海世界には、高谷さんの 『新世界秩序を求めて』にもあるように、 ヨーロッパ、西洋
が作 り出 したルールではない方へ展開 していこうという傾向がある。ヨーロッパには個人主義、
人間中心主義、普遍主義的な発想とい うものがあると思 うが、地中海ではそ うではない方向を
求める考え方がある。つま り、地中海人間とい うのは個人主義ではない。ネッ トワークだとい




非常に個人主義、多分イギ リス人もいい意味での個人主義だと思 うけれ ども。
実際ホールが言った個体距離、つま り人と人が好ましいと感ず る距離が非常に近い。それは
都市の構造、空間のあり方とい うものにも反映 していて、地中海都市とい うのはイスラーム側
も南欧側 も非常に空間のスケールがコンパク トで、密度が高い。人と人とが、非常に近い とこ
ろにいて、個人 とい うよりも家族のプライバシー をうまく保ちながら、高密な空間を作ってい




ったのであるが、モスクばかり探 して歩くとい う大変おもしろい経験をした。つま り、そ うい
う東南アジアにイスラームが入っていった時の受け止め られ方、変容の仕方を見たのである。
もちろんモスク、イスラームばか りではなくて、中国人のつくった町とか、 トー タルな像 も見
よ うとしたのだが、これは後段でお話 したい。
地中海世界の南側、そこにはアラブ、イスラーム圏があり、地中海世界の北側にはヨーロッ
パがあ り、私はイタ リアを中心にしている。今 目はヴェネチアの話は直接東南アジアと結び付
けにくいので、 もう少 し広い視野で考えてみたい。高谷 さんの著書にも、風土、田園風景の比
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較を書いてお られて、ヨーロッパの場 合は完全に人間がもう一度作 り直 した、植 え直 した 自然
であ り、田園だと。私 も特に地中海の回 りはそ うだ と思っている。 しか し、都市と田園が切 り
離 され るのではなく、地中海の場合は有機的に結び付いているのではないかと思 う。 もう一っ
高谷 さんの指摘の中で、砂漠の思想 と森の思想 と都市の思想の三つがあるとい う点に大変興味
を持った。これをヨーロッパ、地中海世界 に適用 してみると、おそらく地中海世界は砂漠 と都
市がくっついている。ただし砂漠 といってもアラブ、イスラームでは潅 概を古 くから行ってお
り、それ を緑ある地域に変え、あるいは都市の中にオアシスを作ってきた。 自然を積極的に取
り入れ、人間が作 りだ した秩序のある快適な空間を、そ して生産力のある場所を作っ鵡 おそ
らくアルプス ・ピレネー以北は、森 と都市がくっついたのではないカ㌔ 阿部謹也さんがおっ し
ゃっているような ドイツの深い森 とい う中には、悪魔が棲んだり、異界みたいなものが広がっ
ていた。 キリス ト教が支配する以前には特殊な異界と交流できる超能力を持ったような人達 も
尊敬 され、差別の対象ではなかったようである。そ ういう世界はゲルマ ン、あるいはアルプス ・
ピレネー以北のイメージであ り、地中海世界はそういう要素がなくはないが、少ない。
去年シチ リアのアグリジェンに近い小 さな町シャッカ、これはチュニジアに一番近い所であ
るが、そこを調査 した。今年の夏はチュニジア側の調査に行 っている。大変おもしろい ことに
遭遇 したのだが、シャッカの町では城壁の中にいまだに農民がいっぱい住んでいるのである。
それゆえ、都市の定義を地中海では、 もしかしたら地中海に限 らないか もしれないが、も う一
度考え直 さねばな らないだろ う。実はシャッカでは漁民 も城壁の中にいっぱい住んでいる。 も
ちろん、田園の中に分散 して住んでいる人がいなくはない。かつては田園の中に住んで城壁の
中にセカン ドハウスを持っている農民のタイプと都市の中に専ら居住 して外に働きに行 くタイ
プがあったようだ』最近は多くが都市に戻ってきている。それからスファックスとい うチュニ
ジアの町に行って、今年調査 したが、もっとお もしろい話を聞きま した。都市の中に住んでい
る人達 としては、漁民、農民、職人、商人などがいるが、みんな複数の職業を持っていて、全
家族が田園の中に農場を持っていた 気候のよい時期に農業をや り、それ以外の季節には商業
をや った りす る。漁民も農場を持っている。それだけ田園 と都市の交流が重要だったの芯 フ
ィレンツェでルネッサンスが生まれたわけだが、あれは トスカナの非常に美 しい田園の美を背
景に持っていて、そ うい う価値観で生まれた。古代ギリシャ ・ローマ時代 も田園をあこがれた
わけだが、そ うい うものがまた中世とはまた違 うフェーズで復活 してきたことが、ルネ ッサ ン
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スのひとつの背景にあると思 う。
イスラーム側 とヨーロッパ側で決定的に違 うのは、住宅の構造、広場のあり方属 共通 して
いることは、公と私の空間をうまく都市の中で分けてい く点である。アラブ、イスラーム都市
だ とトル コの都市もそ うであるが、中心部に大モスク、バザール(ス ーク)、 これ らは公的セ
クターである。 しか し、公 といってもヨーロッパのように自治体が公権力ではなくて、商業で
ある。 これは非常に重要である。商業が都市の中でどう扱われるか というのは大変重要で、イ
スラームの場合はア ドミニス トレーションとい うのは自立 したものがなく、む しろ宗教 と商業
がくっついている。 これ らが中心の公的セクターを作っている。その周辺によそ者が入 りにく
いように迷宮化 してそこを住宅地にしている。そこが女性 と家族の世界である。そこの間に し
ば しば トンネル、ゲー トを設けて、結界、仕切りをいれ る。 これもチュニジアで徹底的に行わ
れていて、よそ者が入ってこないようにするわけである。 こうい う公的空間と私的空間の区分
けが非常に上手である。 ヨーロッパではギリシャのアゴラから始まって、非常に明快に広場、
つまりそこでシビルな権 力の中心を作っている。視角的にアイデンティティを作 り出 した。 と
ころが、イスラームのほ うは公権力が景観の上で現れるとい うことは しな くて、むしろネ ッ ト
ワークの中に沈んで隠れている。ですから、イスラーム都市 とい うのは極 めて機能的で、実利
的で、快適性を追求する非常に優れた、ただ近代の価値観にはなかなかのって こないような都
市なのではないかと思われる。
ヨー ロッパでも、南イタリアを調べていると、やは り公 と私の空間を非常に上手に分 けてい
る。 シャッカなどでは、住宅地のかな りの部分が袋小路、 日本の路地のよ うであり、 日本の構
造と地中海の都市と似ているところがある。住宅地のある袋小路にはよそ者は入 りにくく、非
常にセキュリティが高い空間であって、一軒一軒は庭を持っていない。 ところが、アラブ ・イ
スラームでは旧市街の中では100パ ーセン トに近く大きな中庭がある。ですか ら、南イタリ
アで私達が調べているところでは、一軒一軒が非常に小さい、その代わ り袋小路でみんな共有
して、近隣の付き合いが大変強い。イスラームのほ うはハープあるいはマハーラとい う地区の
付き合いは強いが、中庭の中で基本的には付き合いが行われる。これは どうも家族のあ り方 と
関係 してそうである。イスラームの場合は3世代同居、子供達が結婚後 も出ていかないで同居
す るケースが多い。 したがって、各住宅にたくさんの人が住んでいる。イタリアのほうは、御
専門の先生にお教えいただきたい点だが、古代か ら核家族にむか う傾向があった らしい。現在
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調査 しても、結婚すると出ていって しま う。 ところが、近隣には住んでいる。そ ういうことが
住居の形態にも反映 している。女性がどのように振る舞 うかとい う点も相違が見 られる。例 え
ば、私達が調査に入った時でも、南イタ リアの町では女性達はわいわい楽 しんでいて、われわ
れ もすっと入れる。他方イスラーム側だと、なかなか入れない。家族の形態、女性のあり方、
公 と私のあ り方、住居の形態、そ して地区の構造がイスラーム側 とヨーロッパ側では共通性 も
あるが異なる点も大いにある。
建築の側か ら直接東南アジアと地中海世界 との関係性がありそ うだと考えられるのは、やは
りイスラームが一つあると考えられる。それ ともう一つコスモロジーはどうなのか?と い う点
である。おそ らく高谷 さんの 「世界単位」の区分 と関わってっくると思われる。例えば、ゲル
マン世界にはある種深い森があって、異界みたいなものが捉えやすくあると思 うのだが、私 も
地中海でそ うい う聖域が古代か ら綿々と続いている所はないか と探 していた。それがちょうど
サルデーニャにかな りあることがわかった。サルデーニャは紀元前1500年 ぐらいからロー
マに滅 ぼされ るまで、ヌラゲ人とい うのがいて、彼 らの巨石文化があった。 こうい う巨石文化
の跡が聖域 として受け継がれている。 ローマ人も尊重 し、キ リス ト教徒の時代になってもこれ
を尊重する傾向があった。そ うい う物に寄 り添 うように、修道院ができた り、キリス ト教の聖
地ができた。 これ らは街の周縁部分にあるけれ ども、町から聖人のお祭 りのパ レー ドがそ こま
で繰 り出す。 ノヴェーナといってそこに9日 間泊ま り込んで、祈 りと最後は祭 りを行 う。古代
から続 く土地に根 ざした記憶を大切に している。また、グロッタとい う洞穴の中に礼拝堂を作
る系譜 もた くさんある。キ リス ト教の時代になると、普遍主義、あるいは空間を均一化する と
い うことが当然 あるが、やは りトポスは地中海の中にも生きているようである。 しか し、それ
以上に東南アジアは、バ リ島などで建築のほうで も研究が進め られているが、ヒン ドゥーなど





市空間 というのが東南アジアに行った場合、まるで変容して しま うとい うお もしろさを感 じた。
一つは、空間的に、モスクにしても住居にしても中庭なんて全 くない。 あるはずがないわけで
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ある。 とい うのも、元々の文化の系譜が違 うか らである。生態系から見て も全 く異なる。蒸 し
暑い所で中庭な ど作った ら、かえって窒息して しま う。 これは乾燥地帯の文化で、石造、積石
造の文化であるがゆえに中庭なわけで、木造で高床式ではそのよ うな建築様式にはならない。
モスクも住宅もベランダを持って外にオープンである。いわゆるコロニアル式の建築がヨー ロ
ッパ人の手でつくられたが、それにむ しろ近い。気候風土に適 した形式である。 当然ながら、





のでオ リエンタルな一つの特徴といえるか もしれない。線的というのは、一本の道のまわ りに
店が張 り付いている。ア レッポにして もダマスカスに してもチュニスにしても面的に広がって
いる。 日本も一本の道筋に商店街が多いのではないだろうか。
高谷 さんはバンコク都市形成史に触れてらっしゃるが、チャオプラヤ川の東側に王宮ができ、
寺院ができ権 力の中枢 となった。そのまわ りに中国人やインド人の商人が配 された。結局商業
と宗教 と政治をどうい うふ うに空間的に組みあわせるか、これはかな り比較の上でおもしろい
ポイン トだと思われる。モニュメンタルな建物が どのようなあ り方になるか とい うことも関係
していて、ヨーロッパの場合特にイタリアですと、都心に市庁舎とカテ ドラル、 ドゥオモが置
かれている。大きい都市の場合この俗 と聖の権 力を必ず離 して置 く。本当の中心は市庁舎であ
る。 これはローマ時代のフォーラム、世俗の権力、マーケッ トもそこにあっ規 これを受けて
いる。 ドイツよりもイタ リアの都市の方がどちらかとい うと離す傾向にあった。 フィレンツェ
に して もシエナにしても離 しているし、特にヴェネチアは遠 くに離 している。アラブ ・イスラ
ームの古い中世的な構造 とい うのは、世俗権力の建物というのは表に出てこない。城、カレと










んで迷宮的で、そ うい う所に住んでいるイスラームの人達はプライバ シー も何 もないわけで、
女性達も外へどんどん出てくる。 これは中東 とは全 く雰囲気が違 う。また、地中海世界とい う
のは土地の問題があるのだが、不法占拠が昔か らある。今でも、 トルコなどではゲジェコン ド
ユといって、一夜に して巨大な住宅地ができて しまうこともある。実はローマでもマスタープ
ランで住宅地になっていないところでも勝手に住宅を作って、既成事実化 していく。アブシー
ヴォとい う。これは地中海世界の特徴のようである。東南アジアにもこうい うのはあるだろ う。





る。 これは実は昔か らあり、例えばギ リシャ人がそ うであった。アテネやスパルタでできない
ので、小アジアに出かけていってミレ トスなどで ヒッポダモス式の都市計画を実施した。ナポ
リもそ うして生まれ た植民都市で、非常に明快なプランニングの下に建設されている。スペイ
ンが南米に行って、見事な計画都市を作っている。 日本人も澗 ・卜1でお こなった。東京ではでき
ないことを。イギ リス人はニューデ リーを非常に明快に作った。 そ うい うことが逆に東南アジ
アの19世 紀以後の有 り様をす ごく引っ張っていったのではないかと思 う。 ヨーロッパ以上に
近代的、 ヨーロッパ的発想をアジアのほうが真に受けて しまって、まだこれに乗っかっている
状況がいっぱいあると考えられ る。例えば、機能を分けて配置するゾーニングとい う問題 もヨ
ーロッパで生まれて、日本ではまだ非常に強い。 ヨーロッパは近代の反省 に立ち、もうそれ を
止めて しまって、機能がミックスし魅力をもった歴 史的街区を再生 し、あるいは歴史的な建物
を修復 して現代のニーズに合わせて用途を変えながら、複合的な環境を作ろうとい う発想の転
換が起こっている。 しか し、アジアの方がどんどんゾーニングで都市を開発 しているように見
える。それは19世 紀以後 ヨーロッパの計画手法大きなインパク トを与えたからであろ う。 も
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う一方で、コロニアルスタイル とか、ショップハウスとかは、ヨー ロッパか らもたらされた時
にはヨーロッパにはなかったものであるが、東南アジアの気候風土に適す るかたちで、素敵な
建築文化 として形作 られ鶴 今か らすると非常に重要な財産になっている。東南アジアではそ

























平原 は範疇的には北 ヨー ロッパ に入 るので
はないか と思 う。北イタ リアをここでい う地
中海世界の中に含めていいのかどうカ㌔経済
水準はともか くとして、都市計画、家族構造、
住宅構造そ うい ラ点か ら見て、北イタリアの
位置付けを少 し教えていただきたい。
陣 内 的確な御指摘だと思 う。私 も北イタリ
アはアルプスの北の国 と近いと思っている。



















れた ところはも うフラン ドルの都市の開発
と非常に似ている。特に、土地の割 り方や街
区の作 り方がである。ですから、いわゆる中















応地 ロンバルデ ィア と北西 ヨーロッパ と
の間にお ける農業革命 の基盤 の違いが大き
くあると思 う。ロンバルディアの場合だと、
やは り潅概 の拡充 とい うごとが農業革命 の
前提 としてあった。そ うい うインフラス トラ
クチュアな しに農業革命を実現 した北西 ヨ
ーロッパと大きく違 うと考える。イギリスが






ス トラクチュアに注 目したのである。そ うい
う意味で、地中海のロンバルディアと北西 ヨ
ー ロッパは違 うといえよう。
渡 辺 繍 について少 し伺いたい。あれは水
田だったのか?ポ ー川の周辺ですが。
応 地 水 田もあった。しか し、もっと内陸の
いわゆる小麦を中心とした地域でも、イネを
含めた より輪作的なものを植 えるのにそ う
した潅概をおこなった。っま り、夏作を拡充
させるとい うことだ』
渡 辺 イタ リアの養蚕地帯はどこなのだ ろ
うか?











の産業連関が ヨー ロッパ の北 と南の間にあ
った、と言えないだろうカ㌔




















養蚕地帯 とい うのは北 ヨー ロッパの工業構
造 と有機的な関連を持っていた。
応 地 そ うだと思 う。おそ らく日本か ら入る
のは、この地域で病気が発生 した1870年
代後半あた りであろ うカ㌔
































る形で大きなイス ラー ム寺院が近 くに くっ
つ くとい う構造があるだろうと思 う。もう一
っ市場が どこか近 くにくっついて くるんだ
と思 う。その3点 セ ツ・トが必要なのだが、こ
れに付随 して、都市は民族的に単一で形成 さ
れるわけでもない。場 含によればアラブの人










えていくかとい うと、応地 さんはこれをや り
かけておられるが、ヒンドゥーの都市的なア




陣 内 教えていただきたいことばか りであ
る。比べていきたい。
応 地 今 日の問題で、商業、宗教そして政治、

















的なものを王宮の下に従属 させ る。そ うい う
一っの系列がタイなどでは明らかに見える。





家 島 陣内さんが調査 される場合、現在の都
市をご覧になっているわけだが、たとえばシ
チ リアだと、ローマ時代、さらにそれ以前に






どうい うふ うにその都市の特質 ・性格を読む
かは難 しいところであろう。









家 島 地中海の都市は多 くが石の世界です
ね。従って、残 りがいい。
陣 内 さきほど、どこでヨーロッパの北と南












な どでも18世 紀 ぐらいまでハーフテ ィン
バーで、大火でハーフティンバーを禁 止して






なものが好まれて、む しろ剥が してい く。 ヨ












































角 山 ヨーロッパでは10万 とい うともの
す ごく大きい都市である。
陣 内 そ う考えると東アジア、中国、あるい
は中東や地中海の都市は圧倒的に大 きかっ
家 島 ヨー ロッパで都市とい うとどの くら
いの人口規模だろうか?
角 山 イギ リスであればロン ドンは男1おあと
は地方都市で、せいぜい2な いし3万で、残
りは何千とい うレベルだった。そ うするとヴ
ェネチアはかな り大 きい都市であった とい
える。
陣 内 ナポリとかも大きかったが、現在で も
人 口1万 以下の町に住 んでいる人の比率は
極めて高い。1万 いると随分立派な町に見え
る。






の レベルの人 口は ヨー ロッパでいえばだい











































りなど川に降 りてい くところに石段が あっ
てそこに船がつ く。京都の伏見もそ うだ』




角 山 これ らがあの当時の港湾施設だ と思
う。
応地 ベ トナムのホイアンとい う町、マ ラッ




















な りあげられ る。ただ し、港の活動や人口数
は季節風 の具合や 内陸交易のキャラバ ンの
動きで人の動きが激 しく、ある季節には人が
極端に減 るとい うこ とがよく見 られたよ う
である。
川 勝 いわゆる 「帝国の景観」といわれるも
のがある。イギ リスの場合、ニューデ リー、
上海などそれぞれあると思 うが、陣内さんが








係する。堺 もそ うだと思 うが、防衛 を前提に
した交易、あるいは商業 と戦争が一体になっ
た港の作 り方と、戦争は常態ではない とい う














坪 内 東南 アジアでは城壁 ・砦は、ポル トガ
ル、オランダが作ったが、そ うい う意味では
随分あるが、土着の場合相当弱いと思われる。
川 勝 マニラにしてもセブにしても、残 って










永 沼 イン ド洋圏では城壁を持たない港湾
都市で、オ・一プンに通商がなされていた。そ




ド洋圏の都市のあ り方や通商のあ り方に ど
のように反映 されているのだろうか?









パイロ ッ トに導いて もらってイン ドに向か
った。バスコ ・ダ ・ガマが来た時、イン ド洋
世界の人々が一番驚いたのは、ガマの一行が










オープンであった とい う背景には海域 にま
たがる、今でい う国際的海事法、慣習法があ
った。地中海で も古いロ ドスの海事法が知 ら
れていた。




アマル フィ海法な どは都市法 と してできた
が地中海の共通のルール として使われ てい










文明を越 えた コミュニケーシ ョンの中での
役割を見ていくことも大切だ、
家島 戦争 対立 ・緊張という側面だけで歴
史を捉えるのではなく、海事法によって維持
41
された常態 とい うものに着 目す る必要があ
ろう。イン ド洋では、宗教を越えての慣習法


















応 地 ペルシャ語系のシャーバ ンダル と類









家島 港の中には様々な宗教 ・人種 ・出身者
の人間がいるわけで、地中海でも、インド洋
でも共通して、当然、これを統合 ・管轄する
者はいたはずだ。14世紀以後には、港務長
といって税関長に似て、国家との関りが強く
なる。本来、港という一つのコスモのまとめ
役は、大商人がなる場合が多かった。そして
それぞれの代表者が集まり合議する議会制
みたいなものを持っていて、宗教間の紛争を
解決したり、海上での問題を解決した。これ
が本来のシャー ・バンダルで、港の王とか商
人の王とかよばれていた。15世紀以降にな
ると国家と結び付いた役人的な税関 ・港務長
が出てくる。
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